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Associations of possession, knowledge and use of character strengths with 
subjective well-being





大学院生（平均年齢 = 20.1 歳）がデータ分析の対象となった。重回帰分析の結果、強みの多さと強み認識の高さが
主観的ウェルビーイングの高さと有意に関連していた。
キーワード：強みの多さ、強み認識、強み活用感、主観的ウェルビーイング
 Character strengths refer to characteristics that allow individuals to perform well and at their best. Strengths 
knowledge and use are defined as individuals’ awareness and perception of their strengths and individuals’ 
perceived use of their strengths, respectively. Subjective well-being （SWB） consists of high positive affect, 
low negative affect, and high life satisfaction. This study exploratorily examined the associations of strengths 
possession, knowledge, and use with SWB. Data of 231 college and graduate students （age: M = 20.1 years） 
were subject to the analysis. Results of the multiple regression analysis indicated that strengths possession and 
knowledge are predictive of SWB.
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Ⅰ．はじめに
　強みはポジティブ心理学の主要なテーマの 1 つであ




る Peterson & Seligman（2004） の「人が活躍したり最
善を尽くすことを可能にする特性」を用いる。ポジ
ティブ心理学における強みに関する研究は、Values 
in Action Inventory of Strengths（VIA-IS: Peterson 
& Seligman, 2004） によって強みを測定しているもの
が 多 い （Shimai, Otake, Park, Peterson, & Seligman, 




観的ウェルビーイング （subjective well-being: SWB、
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いる感覚のことを示す （Govindji & Linley, 2007）。強
み認識が高い人は、そうでない人と比較して、自分の
有する強みをよく知っていたり、周りの人がその人
の強みを理解している （Govindji & Linley, 2007）。強
み活用感とは、自分が保有している強みを日常の中





自尊感情 （Rosenberg, 1979） などの 3 つの要因を独立
変数、 SWB を従属変数とした重回帰分析を行い、強
み認識ではなく（β ＝ -.21, p = .05）、強み活用感が


























　大学生 233 名、大学院生 6 名から回答を得た。この
うち、回答に不備がある研究参加者を除く、231 名（男
性 58 名、女性 173 名、平均年齢 20.1 歳、標準偏差 2.57）
を分析対象とした。研究参加者の学年は、1 年生 8 名
（3.5%）、2 年生 153 名 （66.2%）、3 年生 31 名 （13.4%）、








240 項目 24 下位尺度で構成されている。それぞれの
項目に対して、「全くあてはまらない」（1 点）から
「非常にあてはまる」（5 点）の 5 件法で回答を求める。
項目例として、「私は、自分の感情をコントロールで
きる」などがある。日本語版 VIA-IS の 240 項目のうち、











いた。この尺度は 8 項目 1 因子で構成されている。項
目例としては、「自分の強み（長所）をよく知っている」
などがある。研究参加者には、「全くあてはまらない」
（1 点）から「非常にあてはまる」（5 点）の 5 件法で
回答を求めた。この尺度は十分な信頼性と妥当性を有
する （高橋・森本 , 2015a）。
⑷　強み活用感
　日本語版強み活用感尺度（高橋・森本，2015b）を

























　2016 年 7 月下旬から 11 月中旬の間に、東北地方の






















相関係数を求めた（Table 1）。Table 2 に重回帰分析
の結果を示す。多重共線性の指標とされる variance 
inflation factor （VIF）は 1.76 から 2.22 の間であり、
基準値とされる 4（Glantz & Sinker, 1990）を下回っ
ていた。そのため，多重共線性の影響はないものとし
て分析を進めた。強みの多さ（β = .42, p < .01）と
強み認識（β = .32, p < .01）が SWB の有意な予測因
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